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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
流行性耳下腺炎（以下、mumps）感染の診断は時にむずかしい。本研究では、mumps初感













ムンプス再感染 9 患児，予防接種後ムンプス再感染 26 患児，ムンプス予防接種後副反
応 6 患児の計 281 患児を対象にした。ムンプス初感染患児の血清抗ムンプス IgM と
IgG 抗体価は唾液腺腫脹前日から第７病日までの間にそれぞれ 240 例と 232 例で cut 
off 値以上を示した。自然感染と予防接種後のムンプス再感染患児で，同 IgM 抗体が回
復期に陽性化したのはそれぞれ 7 例と 13 例，陰性のままであったのはそれぞれ２例と
13 例であった。野生型ウイルスが分離された 36 例で遺伝子型は全例 G 型であった。
これらのことから，同 IgM 抗体測定がムンプス初感染急性期のどの日に実施しても診
断に有用であり，予防接種後だけでなく自然感染後再感染での同 IgM 抗体応答は様々
であると考える。 
